
北東北ものプロ報告（第５回） 

 

 

１．市山ＡＤトピックス 

○研究成果技術移転に向けたパートナー企業の探索について 

パートナー企業を見出す手段の一つとしてビジネスマッチングサイトやマッチングイベントの

活用が挙げられます。看護・介護分野を念頭に置いて比較的簡単に利用できるものをいくつか紹

介します。 

（１）研究シーズの公開 

 商品化を希望する研究成果や特許の情報を説明会・展示会やデータベース登録により公開して

企業に提示します。 

 ●新技術説明会(JST) ( https://shingi.jst.go.jp/ ) 

 ●J-STORE(JST) ( http://jstore.jst.go.jp/ )  

 ●開放特許情報データベース(特許庁) ( https://plidb.inpit.go.jp/ ) 

 ●展示会（イノベーションジャパン、メディカルクリエーションふくしま、産学官金連携フェ

ア 2018みやぎ、看護未来展等） 

 

 

 

 

 

（２）技術シーズの公開 

以下のサイトでは医療機器に関わる企業の情報が得意分野等の情報と共に掲載されており、パ

ートナー企業候補の探索に活用できます。 

●医療機器技術マッチングサイト(MTJAPAN) ( https://www.mtjapan.or.jp/jp/matching/ ) 

 ●東京医工連携HUB機構(シーズ)  ( https://ikou-hub.tokyo/ ) 

 ●ふくしま医療機器産業推進機構(企業 DB) ( http://www.fmdipa.jp/db/index.php ) 

 ●静岡県ファルマバレープロジェクト(医療、介護、健康産業検索サイト)  

 ( http://mtfuji-channel.fuji-pvc.jp/jp/ ) 

 ●いわて医療機器事業化研究会(会員企業ガイドブック) 

 ( http://www.joho-iwate.or.jp/iwate-iryo/guidebook/ ) 

 ●みえメディカルバレープロジェクト(医療機器技術マッチングサイトへのリンク)  

( http://www.mvp.pref.mie.lg.jp/84260034448.htm ) 

 

（３）現場ニーズの公開 

 以下のサイトは医療機関におけるニーズを登録し、開発を希望する企業とのマッチングを行う

サイトです。研究の元となる現場ニーズを登録することにより製造パートナー企業の探索に活用

できます。 
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 ●東京医工連携HUB機構(医療機関ニーズ)   ( https://ikou-hub.tokyo/ ) 

 ●医療機器アイデアボックス ( https://www.med-device.jp/db/ ) 

 ●三重メディカルバレープロジェクト(ニーズ公開)  

( http://www.mvp.pref.mie.lg.jp/69865034428.htm ) 

 

 

 

２．青森中央学院大学・青森中央短期大学の「食」に関する産官学連携の取り組みについて 

 

青森中央学院大学・青森中央短期大学では、青森県の重要な産業である、農水産物の販売促進

や、「食育」を通じた地域の方の健康増進等を目的に、次の産官学の連携の取り組みをしています。 

（１）「まるごと青森弁当」の販売 

青森中央短期大学食物栄養学科では、青森県農林水産部、株式会社イトーヨーカドーと連

携し、「地産地消」と健康的な食生活の推進に協働で平成 24 年度から、継続して取り組んで

います。 

   青森県産品や郷土料理を取り入れ学生が考案したレシピによる「まるごと青森弁当」を青

森県内のイトーヨーカドーで期間限定で定期的に販売し、大変好評をいただいており、年度

によっては全国のイトーヨーカドーで販売したこともあります。 

   今年度は、「中短生が伝える青森の味！彩り弁当」と題して、9 月 8 日から 12 日までの 4

日間、青森県内のイトーヨーカドーで販売しました。 

  

 

（２）青森県産食材を活用した、ローカライズレシピの開発 

   青森中央学院大学では、青森県観光国際戦略局、地域の生産者等と連携して、青森県農林

水産物等のアジア地域への輸出促進等を目的として、青森中央学院大学に留学している、留

学生に青森県の様々な農林水産物を知っていただき、青森県産品を活用した出身国の料理の
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ローカライズレシピを作成しています。 

   平成 28 年度はベトナム出身の留学生が中心となり、青森県産食材アピオス等を使った「チ

ェー」（善哉）のレシピ開発等を行い、ハノイのイオンで、レシピの学生の作成したローカラ

イズレシピの紹介を行いました。 

   ローカライズレシピの動画は、青森県農林水産部販売戦略課のホームページ

（http://www.umai-aomori.jp/movie/movie.phtml）で見ることができます。 

 

（３）オリジナル食育ソング&ダンス「あさごはんブルース」ＤＶＤの作成 

   青森中央短期大学幼児保育学科では「朝ごはん」の歌とダンスのオリジナルＤＶＤを作成

し、販売しています。1 番が「和食編」、2 番が「洋食編」の構成で、歌っても、踊っても朝

ごはんに興味を持ってもらえるようにしています。子どもから大人まで楽しむことができる

内容で保育園や学校、施設などの行事に使用できるようにしています。 

            

 

（４）あおもり食育検定の実施 

   青森県内の大学、青森県農林水産部、県内スーパー等と連携し、「あおもり食育検定」を平

成 23 年度から実施しています。当初は、青森県庁が単独で実施していましたが、青森中央

短期大学が事務局となり、受検料、広告料等で自主的に運営し、例年 400 名前後の受検者

を集め、継続して実施しています。 

   http://syokulove-aomori.net/kentei.html 

 

 

（５）その他 

   その他にも、地域企業と連携した、青森産ブルーベリー&カシスの新レシピの開発、「田ん
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ぼアート」の田舎館村と連携した、田舎館村農産品のブランド化事業、食育活動のボランテ

ィアをサポートする、「あおもり食育サポーター事務局」活動、食育出前講座の開催などの活

動も実施しています。 

 

＜次回は青森県立保健大学から発信予定です＞ 

 

作成：青森中央学院大学 研究支援・地域連携課 寺井 和夫 


